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震
災
の
後
上
野
の
公
園
も
日
に
日
に
旧
観
を
改
め
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
山
王
台
東
側
の
崖
に
繁
っ
て
い
た

樹
木
の
悉
く
焼
き
払
わ
れ
た
後
、
崖
も
亦
そ
の
麓
を
め
ぐ
る
道
路
の
取
ひ
ろ
げ
に
削
り
去
ら
れ
、
セ
メ
ン

ト
を
以
て
固
め
ら
れ
た
の
で
、
広
小
路
の
こ
な
た
か
ら
眺
望
す
る
時
、
公
園
入
口
の
趣
は
今
ま
で
と
は
全

く
異
る
よ
う
に
な
っ
た
。
池
の
端
仲
町
の
池
に
臨
ん
だ
裏
通
も
亦
柳
の
並
木
の
一
株
も
残
ら
ず
燬
か
れ
て

し
ま
っ
た
後のち
、
池
と
道
路
と
の
間
に
在
っ
た
溝
渠
は
埋
め
ら
れ
て
、
新
に
広
い
街
路
が
開
通
せ
ら
れ
た
。

こ
の
溝
渠
に
は
曾
て
月
見
橋
と
か
雪
見
橋
と
か
呼
ば
れ
た
小
さ
な
橋
が 

幾  

条 

い
く
す
じ

も
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
等
旧
時
の
光
景
は
今
は
わ
ず
か
に
小
林
清
親
の
風
景
板
画
に
於
て
の
み
之
を
見
る
も
の
と

な
っ
た
。

　
池
の
端
を
描
い
た
清
親
の
板
画
は
雪
に
埋
れ
た
枯
葦
の
間
か
ら
湖
心
遥
に
一
点
の
花
か
と
も
見
え
る
弁

財
天
の
赤
い
祠
を
望
む
と
こ
ろ
、
一
人
の
芸
者
が
箱
屋
を
伴
い
吹
雪
に
傘
を
つ
ぼ
め
な
が
ら
柳
の
か
げ
な

る
石
橋
を
渡
っ
て
行
く
景
で
あ
る
。
こ
の
板
画
の
制
作
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
十
二
三
年
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

当
時
池
之
端
数
寄
屋
町
の
芸
者
は
新
柳
二
橋
の
妓
と 
頡  
頏 
け
っ
こ
う

し
て
其
品
致
を
下
さ
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ

の
時
代
に
在
っ
て
上
野
の
風
景
を
記
述
し
た
詩
文
雑
著
の
た
ぐ
い
に
し
て
数
寄
屋
町
の
妓
院
に
説
き
及
ば

な
い
も
の
は
殆
ほ
と
ん
ど無
い
。
清
親
の
風
景
板
画
に
雪
中
の
池
を
描
い
て
之
に
妓
を
配
合
せ
し
め
た
の
も
蓋
け
だ
し偶
然
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で
は
な
い
。

　
上
野
の
始
て
公
園
地
と
な
さ
れ
た
の
は
看
雨
隠
士
な
る
人
の
著
し
た
東
京
地
理
沿
革
誌
に
従
え
ば
明
治

六
年
某
月
で
あ
る
。
明
治
十
年
に
至
っ
て
始
て
内
国
勧
業
博
覧
会
が
こ
の
公
園
に
開
催
せ
ら
れ
た
。
当
時

上
野
な
る
新
公
園
の
状
況
を
記
述
す
る
も
の
箕
作
秋
坪
の
戯
著
小
西
湖
佳
話
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。

　
箕
作
秋
坪
は
蘭
学
の
大
家
で
あ
る
。
旧
幕
府
の
時
開
成
所
の
教
官
と
な
り
、
又
外
国
奉
行
の
通
訳
官
と

な
り
、
両
度
欧
洲
に
渡
航
し
た
。
維
新
の
後
私
塾
を
開
い
て
生
徒
を
教
授
し
、
後
に
東
京
学
士
会
院
会
員

に
推
挙
せ
ら
れ
、
つ
い
で
東
京
教
育
博
物
館
長
ま
た
東
京
図
書
館
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
十
九
年
十
二
月

三
日
享
年
六
十
三
で
歿
し
た
。
秋
坪
は
旧
幕
府
の
時
よ
り
成
島
柳
北
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
戯
著
小

西
湖
佳
話
は
柳
北
の
編
輯
す
る
花
月
新
誌
の
第
四
十
四
号
か
ら
そ
の
誌
上
に
連
載
せ
ら
れ
た
。
佳
話
の
初

に
ま
ず
公
園
の
勝
概
が
述
べ
て
あ
る
。
わ
た
く
し
は
例
に
よ
っ
て
原
文
を
次
の
如
く
訓よ
み
下くだ
す
。

「
忍
ヶ
岡
ハ
其
ノ
東
北
ニ
亘
リ
一
山
皆
桜
樹
ニ
シ
テ
、
矗
々
タ
ル
松
杉
ハ
翠
ヲ
交
ヘ
、
不
忍
池
ハ
其
ノ
西

南
ヲ
匝メグ
ル
。
満
湖
悉
ク
芙
蓉
ニ
シ
テ
裊
々
タ
ル
楊
柳
ハ
緑
ヲ
罩
ム
。
雲
山
烟
水
実
ニ
双
美
ノ
地
ヲ
占
メ
、

雪
花
風
月
、
優
ニ
四
時
ノ
勝
ヲ
鍾アツ
ム
。
是
ヲ
東
京
上
野
公
園
ト
ナ
ス
。
其
ノ
勝
景
ハ
既
ニ
多
ク
得
ル
事
難

シ
。
況
ヤ
此
ノ
盛
都
紅
塵
ノ
中
ニ
在
ツ
テ
此
ノ
秀
霊
ノ
境
ヲ
具
フ
。
所
謂
錦
上
更
ニ
花
ヲ
加
ル
者
、
蓋
亦

絶
テ
無
ク
シ
テ
僅
ニ
有
ル
者
ナ
リ
。
中
略
近
歳
官
此
ノ
山
水
ノ
一
区
ヲ
修
メ
以
テ
公
園
ト
ナ
ス
。
囿
方
数
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里
。
車
馬
ノ
者
モ
往
キ
、
杖
履
ノ
者
モ
往
ク
。
民
偕
ニ
之
ヲ
楽
ン
デ
其
大
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
京
中
都
人
士

ガ
行
楽
ノ
地
、
実
ニ
此
ヲ
以
テ
最
第
一
ト
ナ
ス
。
」

　
上
野
の
桜
は
都
下
の
桜
花
の
中
最
早
く
花
を
つ
け
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
飛
鳥
山
隅
田
堤
御
殿

山
等
の
桜
は
い
ず
れ
も
上
野
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。
之
を
小
西
湖
佳
話
に
つ
い
て
見
る
に
、
「
東
台
ノ
一

山
処
ト
シ
テ
桜
樹
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
無
シ
。
其
ノ
単
弁
淡
紅
ニ
シ
テ
彼
岸
桜
ト
称
ス
ル
者
最
多
シ
。
古
又
嘗
テ

吉
野
山
ノ
種
ヲ
移
植
ス
ト
云
フ
。
毎
歳
立
春
ノ
後
五
六
旬
ヲ
開
花
ノ
候
ト
ナ
ス
。
」
と
し
て
あ
る
。
そ
し

て
桜
花
満
開
の
時
の
光
景
を
叙
し
て
は
、
「
若
シ
夫
レ
盛
花
爛
漫
ノ
候
ニ
ハ
則
全
山
弥
望
ス
レ
バ
恰
是
一

団
ノ
紅
雲
ナ
リ
。
春
風
駘
蕩
、
芳
花
繽
紛
ト
シ
テ
紅
靄
崖
ヲ
擁
シ
、
観
音
ノ
台
ハ
正
ニ
雲
外
ニ
懸
ル
。
彩

霞
波
ヲ
掩
ヒ
不
忍
ノ
湖
ハ
頓
ニ
水
色
ヲ
変
ズ
。
都
人
士
女
堵
ヲ
傾
ケ
袂
ヲ
連
ネ
黄
塵
一
簇
雲
集
群
遊
ス
。

車
馬
旁
午
シ
綺
羅
絡
繹
タ
リ
。
数
騎
銜
ヲ
駢
ベ
鞍
上
ニ
相
話
シ
テ
行
ク
者
ハ
洋
客
ナ
リ
。
龍
蹄
砂
ヲ
蹴
ツ

テ
高
蓋
四
輪
、
輾
リ
去
ル
者
ハ
華
族
ナ
リ
。
女
児
一
群
、
紅
紫
隊
ヲ
成
ス
者
ハ
歌
舞
教
師
ノ
女
弟
子
ヲ
率

ル
ナ
リ
。
雅
人
ハ
則
紅
袖
翠
鬟
ヲ
拉
シ
、
三
五
先
後
シ
テ
伴
ヲ
為
シ
、
貴
客
ハ
則
嬬
人
侍
女
ヲ
携
ヘ
一
歩

二
歩
相
随
フ
。
官
員
ハ
則
黒
帽
銀
笻
、
書
生
ハ
則
短
衣
高
屐
、
兵
隊
ハ
則
洋
服
濶
歩
シ
、
文
人
ハ
則
瓢
酒

ニ
シ
テ
逍
遥
ス
。
茶
肆
ノ
婢
女
冶
装
妖
飾
、
媚
ヲ
衒
ヒ
客
ヲ
呼
ブ
。
而
シ
テ
樹
下
ニ
露
牀
ヲ
設
ケ
花
間
ニ

氈
席
ヲ
展
ベ
、
酒
ヲ
煖
メ
盃
ヲ
侑
ム
。
遊
人
嘔
唖
歌
吹
シ
遅
遅
タ
ル
春
日
興
ヲ
追
ヒ
歓
ヲ
尽
シ
テ
、
惟
夕
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照
ノ
西
ニ
没
シ
鐘
声
ノ
暮
ヲ
報
ズ
ル
ヲ
恨
ム
ノ
ミ
。
」
と
な
し
て
い
る
。

　
桜
花
は
上
野
の
山
内
の
み
な
ら
ず
其
の
隣
接
す
る
谷
中
の
諸
寺
院
を
は
じ
め
、
根
津
権
現
の
社
地
に
も

古
来
都
人
の
眺
賞
し
た
名
木
が
多
く
あ
る
。
斎
藤
月
岑
の
東
都
歳
事
記
に
挙
ぐ
る
も
の
を
見
れ
ば
、
谷
中

日
暮
里
の
養
福
寺
、
経
王
寺
、
大
行
寺
、
長
久
院
、
西
光
寺
等
に
は
枝
垂
桜
が
あ
り
、
根
津
の
社
内
、
谷

中
天
王
寺
と
瑞
輪
寺
に
は
名
高
い
八
重
咲
の
桜
が
あ
っ
た
と
云
う
。

　
一
昨
年
の
春
わ
た
く
し
は
森
春
濤
の
墓
を
掃はら
い
に
日
暮
里
の
経
王
寺
に
赴
い
た
時
、
そ
の
門
内
に
一
樹

の
老
桜
の
、
幹
は
半
か
ら
摧くだ
か
れ
て
い
な
が
ら
猶
全
く
枯
死
せ
ず
、
細
い
若
枝
の
尖さき
に
花
を
つ
け
て
い
る

の
を
見
た
。
ま
た
今
年
の
春
に
は
谷
中
瑞
輪
寺
に
杉
本
樗
園
の
墓
を
尋
ね
た
時
、
門
内
の
桜
は
既
に
散
っ

て
い
た
が
、
門
外
に
並
ん
だ
数
株
の
老
桜
は
恰
も
花
の
盛
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
わ
た
く
し
は
其
幹
の

太
さ
よ
り
推
測
し
て
是
或
は
江
戸
時
代
の
遺
物
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
暫
く
佇
立
た
た
ず
ん
で
そ
の
梢
を 

瞻  

望 

せ
ん
ぼ
う

し
た
。
是
日
ま
た
大
行
寺
の
門
前
を
通
り
過
ぎ
て
、
わ
た
く
し
は
偶
然
東
都
歳
事
記
に
記
載
せ
ら
れ
た
垂

糸
桜
の
今
猶
す
こ
や
か
で
あ
る
事
を
も
知
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
桜
花
の
種
類
の
多
き
が
中
に
就

い
て
其
の
樹
姿
の
人
工
的
に
美
麗
な
る
を
以
て
、
垂
糸
桜
を
推
し
て
第
一
と
す
る
。

　
谷
中
天
王
寺
は
明
治
七
年
以
後
東
京
市
の
墓
地
と
な
っ
た
事
は
説
く
に
及
ぶ
ま
い
。
墓
地
本
道
の
左
右

に
繁
茂
し
て
い
た
古
松
老
杉
も
今
は
大
方
枯
死
し
、
桜
樹
も
亦
古
人
の
詩
賦
中
に
見
る
が
如
き
も
の
は
既
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に
大
抵
烏
有
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
根
津
権
現
の
花
も
今
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
根
津
権
現
の
社
頭
に
は
慶
応
四
年
よ
り
明
治
二
十
一
年
ま
で
凡
二
十
一
年
間
遊
女
屋
の
在
っ
た
こ
と
は

今
猶
都
人
の
話
柄
に
上
る
所
で
あ
る
。
小
西
湖
佳
話
に
曰
く
「
湖
北
ノ
地
、
忍
ヶ
岡
ト
向
ヶ
岡
ト
ハ
東
西

相
対
ス
。
其
間
一
帯
ノ
平
坦
ヲ
成
ス
。
中
ニ
花
柳
ノ
一
郭
ア
リ
。
根
津
ト
曰
フ
。
地
ハ
神
祠
ニ
因
ツ
テ
名

ヲ
得
タ
リ
。
祠
ハ
即
根
津
神
社
ナ
リ
。
祠
宇
壮
麗
。
祠
辺
一
区
ノ
地
、
之
ヲ
曙
ノ
里
ト
称
シ
、
林
泉
ノ
勝

ニ
名
ア
リ
。
丘
陵
苑
池
、
樹
石
花
草
巧
ニ
景
致
ヲ
成
ス
。
而
シ
テ
園
中
桜
樹
躑
躅
最
多
ク
、
亦
自
ラ
遊
観

行
楽
ノ
一
地
タ
リ
。
祠
前
ノ
通
衢
、
八
重
垣
町
須
賀
町
、
是
ヲ
狭
斜
ノ
叢
ト
ナ
ス
。
此
地
ノ
狭
斜
ハ
天
保

以
前
嘗
テ
一
タ
ビ
之
ヲ
開
ク
。
未
ダ
幾
ク
ナ
ラ
ズ
シ
テ
官
新
令
ヲ
下
シ
、
命
ジ
テ
之
ヲ
徹
シ
去
ル
。
安
政

中
北
里
災
ニ
罹
リ
一
時
仮
館
ヲ
此
ニ
設
ク
。
明
治
ノ
初
年
ニ
至
リ
官
復
許
シ
テ
之
ヲ
興
ス
。
爾
来
今
ニ
至

ツ
テ
日
ニ
昌
ニ
月
ニ
盛
ナ
リ
。
家
家
娉
婷
ヲ
貯
ヘ
、
戸
戸
婀
娜
ヲ
養
フ
。
紅
楼
翠
閣
。
一
簇
ノ
暖
烟
ヲ
屯

ス
。
妓
院
ノ
数
今
七
八
十
戸
ニ
下
ラ
ズ
ト
云
フ
。
」

　
わ
た
く
し
は
先
年
坊
間
の
一
書
肆
に
於
て
饒
歌
余
譚
と
題
し
た
一
冊
の
写
本
を
獲
た
こ
と
が
あ
る
。
作

者
は
苔
城
松
子
雁
戯
稿
と
な
せ
る
の
み
で
、
何
人
な
る
や
を
詳
に
し
な
い
。
然
し
こ
の
書
は
明
治
十
年
西

南
戦
争
の
平
定
し
た
後
凱
旋
の
兵
士
が
除
隊
の
命
を
待
つ
間
一
時
谷
中
辺
の
寺
院
に
宿
泊
し
て
い
た
事
を

記
述
し
、
そ
れ
よ
り
根
津
駒
込
あ
た
り
の
街
の
状
況
を
説
く
こ
と
頗
す
こ
ぶ
る精
細
で
あ
る
。
是
亦
明
治
風
俗
史
の
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一
資
料
た
る
こ
と
を
失
わ
な
い
。
殊
に
根
津
遊
廓
の
こ
と
に
関
し
て
は
当
時
の
文
書
に
し
て
其
沿
革
を
細

説
し
た
も
の
が
割
合
に
少
い
の
で
、
わ
た
く
し
は
其
長
文
な
る
を
厭
わ
ず
饒
歌
余
譚
の
一
節
を
こ
こ
に
摘

録
す
る
事
と
し
た
。
徒
に
拙
稿
の
紙
数
を
増
し
て
売
文
の
銭
を
貪
ら
ん
が
た
め
で
は
な
い
。
わ
た
く
し
は

此
の
た
び
の
草
稿
に
於
て
は
、
明
治
年
間
の
東
京
を
説
く
に
際
し
て
、
寡
聞
の
及
ぶ
か
ぎ
り
成
る
べ
く
当

時
の
人
の
文
を
引
用
し
、
之
に
因
っ
て
其
時
代
の
世
相
を
窺
う
か
が
い知
ら
し
め
ん
事
を
欲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
松
子
雁
の
饒
歌
余
譚
に
曰
く
「
根
津
ノ
新
花
街
ハ
方
今
第
四
区
六
小
区
中
ノ
地
ニ
属
ス
。
三
面
ハ
渾スベ
テ

本
郷
駒
籠
谷
中
ノ
阻
台
ヲ
負
ヒ
、
南
ノ
一
方
劣
ワ
ヅ
カニ
蓮
池
ヲ
抱
ク
。
尤
モ
僻
陬
ノ
一
小
廓
ナ
リ
。 

莫  

約 

オ
ホ
ヨ
ソ

根

津
ト
称
ス
ル
地
藩
ハ
東
西
二
丁
ニ
充
タ
ズ
、
南
北
険
ホ
ト
ンド
三
丁
余
。
之
ヲ
七
箇
町
ニ
分
割
ス
。
則
曰
ク
七
軒

町
、
曰
ク
宮
永
町
、
曰
ク
片
町
等
ハ
倶
ニ
皆
廓
外
ニ
シ
テ
旧
来
ノ
商
坊
ナ
リ
。
曰
ク
藍
染
町
、
曰
ク
清
水

町
、
曰
ク
八
重
垣
町
等
ハ
僉ミナ
廓
内
ニ
シ
テ
再
興
以
来
ノ
新
巷
ナ
リ
。
爾シカ
シ
テ
花
街
ハ
其
ノ
三
分
ノ
一
ニ
居

ル
。
昔
日
ハ
即
根
津
権
現
ノ
社
内
ニ
シ
テ
而
モ
久
古
ノ 

柳  

巷 

イ
ロ
ザ
ト

ナ
リ
。
卒ツヒ
ニ
天
保
ノ
改
革
ニ
当
ツ
テ
永
ク

廃
斥
セ
ラ
ル
。
然
レ
ド
モ
猶
有
縁
ユ
カ
リ
ノ
地
タ
ル
ヲ
モ
ツ
テ
、
吉
原
回
禄
ノ
災
ニ
罹
ル
毎
ニ
、
権
シ
バ
ラク
爰ココ
ニ 

仮  

カ
リ
タ

肆 ク
ヲ
設
ケ
テ
一
時
ノ
栄
ヲ
取
ル
コ
ト
也マ
最タ
数
回
ナ
リ
。
其
ノ
後
慶
応
年
間
ニ
至
ツ
テ
、
松
葉
屋
某
ナ
ル

者  

魁    

主  

ホ
ツ
キ
ニ
ン

ト
ナ
リ
、
遂
ニ
旧
府
ノ
許
可
ヲ
禀
ク
ル
ヤ
、
同
志 
厠  

与 
ア
ヒ
ト
モ

ニ
助
ケ
テ
以
テ
稍
ヤ
ウ
ヤク
二
三
ノ
楼
ヲ

営
ム
。
其
ノ
創
立
ノ
妓
楼
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
則
曰
ク
松
葉
屋
、
曰
ク
大
黒
屋
、
曰
ク
小
川
屋
今
東
楼
ニ
改
ム
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曰
ク
吉
田
屋
後
ニ
滅
却
ス
現
在
ノ
吉
田
屋
ハ
自
異
ル
曰
ク
金
邑
屋
後
ニ
岩
村
楼
ニ
革
メ
又
吉
野
屋
ニ
革
ム

此
ノ
他  

局    

店  

ツ
ボ
ネ
ミ
セ

ハ
曰
ク
三
福
長
屋
、
曰
ク
恵
比
寿
長
屋
等
各
三
四
戸
ア
リ
。
徒タダ
コ
レ
ニ
過
ギ
ズ
。
然
ル

ニ
皇
制
ノ
余
沢
僻
隅
ニ
澆
浩
シ
維
新
以
降
漸
次
ソ
ノ
繁
昌
ヲ
得
タ
リ
。
乍
タ
チ
マチ
ニ
シ
テ
島
原
ノ
妓
楼
廃
止
セ

ラ
レ
テ
那
ノ
輩
這
ノ
地
ニ
転
ジ
、
新
古
互
ニ
其
ノ
栄
誉
ヲ
競
フ
ニ
オ
ヨ
ン
デ
、
好
声
一
時
ニ
騰
々
タ
ル
コ

ト
ヲ
得
タ
リ
。
中
略
現
在 

大  

楼 

オ
オ
ミ
セ

ト
称
ス
ル
者
今
其
ノ
二
三
ヲ
茲
ニ
叙
ス
レ
バ
即
曰
ク
松
葉
楼
俚
俗
大
松

葉
ト
称
ス
即
創
立
松
葉
屋
是
也
曰
ク
甲
子
楼
即
創
立
大
黒
屋
是
也
曰
ク
八
幡
楼
、
曰
ク
常
盤
楼
、
曰
ク
姿

楼
、
曰
ク
三
木
楼
等
、
維
們
コ
レ
ラ
最
モ
群
ヲ
出
ヅ
。
漸
次
之
ニ
序ツ
グ
者
、
則
チ
曰
ク
大
磯
屋
、
曰
ク
勝
松
葉
、

曰
ク
湊
屋
、
曰
ク
林
屋
、
曰
ク
新
常
磐
屋
、
曰
ク
吉
野
屋
、
曰
ク
伊
住
屋
、
曰
ク
武
蔵
屋
、
曰
ク
新
丸
屋
、

曰
ク
吉
田
屋
等
極
メ
テ
美
ナ
リ
。 
自  
余 
コ
ノ
ホ
カ

或
ハ
小
店
ト
称
シ
、
或
ハ
五
軒
ト
号ナヅ
ケ
、
或
ハ
局
ト
呼
ブ
者
ノ

若
キ
ハ
曾
テ
算
フ
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ
。
中
略
且
又
茶
屋
ハ
梅
本
、
家
満
喜
、
岩
村
等
ト
曰
フ
モ
ノ
大
ニ
優
ル
。

 

自  

余 

コ
ノ
ホ
カ

大
和
屋
、
若
松
、
桝
三
河
ト
曰
フ
モ
ノ
僉ミナ
創
立
ノ
旧
家
ナ
リ
ト
雖
亦
杳
ハ
ル
カニ
之
ニ
劣
レ
リ
。
将
又
券

番
、  

暖    

簾  

ウ
チ
ゲ
イ
シ
ヤ
等
ノ
芸
妓
ニ
於
テ
ハ
先
ヅ
小
梅
、
才
蔵
、
松
吉
、
梅
吉
、
房
吉
、
増
吉
、
鈴
八
、
小
勝
、

小
蝶
、
小
徳
們ラ
、
凡
四
十
有
余
名
ア
リ
。
其
他
ハ
当
所
ノ
糟
粕
ヲ
嘗
ム
ル
者
、
酒
店
魚
商
ヲ
首
ト
シ
テ
浴ユ

楼ヤ 

箆 

頭 

肆 

カ
ミ
ユ
ヒ
ド
コ
ニ
造イタ
ル
マ
デ
幾
ド
一
千
余
戸
ニ
及
ベ
リ
。
総
テ
這
地
コ
ノ
チ
ノ
隆
盛
ナ
ル
反
ツ
テ
旧
趾
ノ 

南  

浜  

シ
ナ
ガ
ハ
シ
ン

新  

駅 

ジ
ユ
ク

ヲ
羞
シ
ム
ベ
キ
景
勢
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
モ
其
ノ
諸コレ
ヲ
吉
原
ニ
比
較
ス
レ
バ
縦タト
ヘ
大
楼
ト
謂
フ
可
キ
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モ
亦
カ
ノ
半
籬
ニ
モ
及
ブ
可
カ
ラ
ズ
。
其
ノ
余
ハ
推
シ
テ
量
ル
可
キ
ナ
リ
矣
。
」

　
根
津
の
遊
里
は
斯
く
の
如
く
一
時
繁
栄
を
極
め
た
が
、
明
治
二
十
一
年
六
月
三
十
日
を
限
り
と
し
て
取

払
わ
れ
、
深
川
洲
崎
の
埋
立
地
に
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
娼
家
の
跡
は
商
舗
ま
た
は
下
宿
屋
の
如
き
も
の

と
な
っ
た
が
、
独
八
幡
楼
の
跡
の
み
、
其
の
庭
園
の
向
ヶ
岡
の
阻
崖
に
面
し
て
頗
す
こ
ぶ
る

 

幽  

邃 

ゆ
う
す
い

の
趣
を
な
し
て

い
た
の
で
、
娼
楼
の
建
物
を
そ
の
儘
に
之
を
温
泉
旅
館
と
な
し
て
営
業
を
な
す
も
の
が
あ
っ
た
。
当
時
都

下
の
温
泉
旅
館
と
称
す
る
も
の
は
旅
客
の
宿
泊
す
る
処
で
は
な
く
し
て
、
都
人
の
来
っ
て
酒
宴
を
張
り
或

は
遊
冶
郎
の
窃
ひ
そ
かに
芸
妓
矢
場
女
の
如
き
者
を
拉
し
て
来
る
処
で
、
市
中
繁
華
の
街
を
離
れ
て
稍やや
幽
静
な
る

地
区
に
は
必
か
な
ら
ず温
泉
場
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
則
す
な
わ
ち深
川
仲
町
に
は
某
楼
が
あ
り
、
駒
込
追
分
に
は
草
津
温
泉

が
あ
り
、
根
岸
に
は
志
保
原
伊
香
保
の
二
亭
が
あ
り
、
入
谷
に
は
松
源
が
あ
り
、
向
島
秋
葉
神
社
境
内
に

は
有
馬
温
泉
が
あ
り
、
水
神
に
は
八
百
松
が
あ
り
、
木
母
寺
の
畔
に
は
植
半
が
あ
っ
た
。
明
治
七
年
に
刊

行
せ
ら
れ
た
東
京
新
繁
昌
記
中
に
其
の
著
者
服
部
撫
松
は
都
下
の
温
泉
場
を
叙
し
て
、
「
輓
近
又
処
々
ニ

温
泉
場
ヲ
開
ク
モ
ノ
ア
リ
。
各
諸
州
有
名
ノ 

暄  
池 

ヲ
ン
セ
ン

ヲ
以
テ
之
ニ
名
ク
。
曰
ク
伊
豆
七
湯
、
曰
ク
有
馬
温

泉
、
曰
ク
何
、
曰
ク
何
ト
。
蓋
シ
其
温
泉
或
ハ
湯
花
ヲ
汲
来
ツ
テ
之
ヲ
湯
中
ニ
和
ス
ト
云
フ
。
中
略
方
今

深
川
ノ
仲
街
ニ
開
ク
者
ヲ
以
テ
巨
擘
ト
ナ
ス
。
中
略
俳
優
沢
村
氏
新
戯
場
ヲ
開
カ
ン
ト
シ
テ
未
ダ
成
ラ
ズ
。

故
ニ
温
泉
場
ヲ
開
イ
テ
以
テ
仲
街
ノ
衰
勢
ヲ
挽
回
セ
ン
ト
ス
ル
也
。
建
築
ノ
風
一
妓
楼
ノ
如
ク
、
楼
ニ
接
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シ
テ
数
箇
ノ
小
茶
店
ア
リ
。
各
酒
肴
ヲ
弁
ジ
、
且
ツ
絃
妓
ヲ
蓄
フ
。
亦
花
街
ノ
茶
店
ニ
異
ラ
ズ
。
此
楼
モ

ト
ヨ
リ
浴
ス
可
ク
又
酔
フ
可
ク
又
能
ク
睡
ル
可
シ
。
凡
ソ
人
間
ノ
快
楽
ヤ
浴
酔
睡
ノ
三
字
ニ
如
ク
ハ
無
シ
。

一
楼
ニ
シ
テ
三
快
ヲ
鬻
グ
者
ハ
亦
新
繁
昌
中
ノ
一
洗
旧
湯
ナ
リ
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
小
説
家
春
の
家
お
ぼ
ろ
の
当
世
書
生
気
質
第
十
四
回
に
は
明
治
十
八
九
年
頃
の
大
学
生
が
矢
場
女
を
携

え
て
、
本
郷
駒
込
の
草
津
温
泉
に
浴
せ
ん
と
す
る
時
の
光
景
が
記
述
せ
ら
れ
て
居
る
。
是
亦
当
時
の
風
俗

を
窺
う
一
端
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
其
文
に
曰
く
、
「
草
津
と
し
云
へ
ば
臭
気
に
ほ
ひ
も
名
も
高
き
、
其
本
元
の
薬

湯
を
、
こ
こ
に
う
つ
し
て
み
つ
や
町
に
、
人
の
し
り
た
る
温
泉
あ
り
。
夏
は
納
涼
、
秋
は
菊
見
遊
山
を
か

ね
る
出
養
生
、
客
あ
し
繁
き
宿
な
が
ら
、
時
し
も
十
月
中
旬
の
事
と
て
、
団
子
坂
の
造
菊
も
、
ま
だ
開
園

に
は
な
ら
ざ
る
程
ゆ
ゑ
、
こ
の
温
泉
も
静
に
し
て
浴
場
は
例
の
如
く
込
合
へ
ど
も
皆
湯
銭
並
の
客
人
の
み
、

座
敷
に
通
る
は
最
稀
な
り
。
五
六
人
の
女
婢
手
を
束
ね
て
、
ぼ
ん
や
り
客
俟
の
誰
彼
時
、
た
ち
ま
ち
ガ
ラ

〳
〵
ツ
と
ひ
き
こ
み
し
は
、
た
し
か
に
二
人
乗
の
人
力
車
、
根
津
の
廓
か
ら
の 

流  

丸 

そ
れ
だ
ま

な
ら
ず
ば
権
君
御

持
参
の
高
帽
子
、
と
女
中
は
て
ん
／
″
＼
に
浮
立
つ
ゝ
、 

貯  

蓄 

と
つ
と
き

の
イ
ラ
ツ
シ
ヤ
イ
を
惜
気
も
な
く
異
韻

一
斉
さ
ら
け
だ
し
て
、
急
ぎ
い
で
む
か
へ
て
二
度
吃
驚
、
男
は
純
然
た
る
山
だ
し
書
生
。
」
云
々

　
根
津
の
娼
楼
八
幡
屋
跡
の
温
泉
旅
館
は
明
治
三
十
年
頃
に
は
紫
明
館
と
称
し
て
い
た
。
そ
の
頃
わ
た
く

し
は
押
川
春
浪
井
上
唖
々
の
二
亡
友
と
、
外
神
田
の
妓
を
拉
し
て
一
夜
紫
明
館
に
飲
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
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い
る
。
四
五
輛
の
人
力
車
を
連
ね
て
大
き
な
玄
関
口
へ
乗
付
け
宿
の
女
中
に
出
迎
え
ら
れ
た
時
の
光
景
は

当
世
書
生
気
質
中
の
叙
事
と
多
く
異
る
所
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
根
津
の
社
前
よ
り
不
忍
池
の
北
端
に

出
る
陋
巷
は
即
す
な
わ
ち宮
永
町
で
あ
る
。
電
車
線
路
の
い
ま
だ
布
設
せ
ら
れ
な
か
っ
た
頃
、
わ
た
く
し
は
此
の
あ

た
り
の
裏
町
の
光
景
に
興
味
を
覚
え
て
之
を
拙
作
の
小
説
歓
楽
と
い
う
も
の
の
中
に
記
述
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

　
明
治
四
十
二
三
年
の
頃
鴎
外
先
生
は
学
生
時
代
の
む
か
し
を
追
回
せ
ら
れ
て
ヰ
タ
セ
ク
ス
ア
リ
ス
及
び

雁
と
題
す
る
小
説
二
篇
を
草
せ
ら
れ
た
。
雁
の
篇
中
に
現
れ
来
る
人
物
と
其
背
景
と
は
明
治
十
五
六
年
代

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
大
学
を
卒
業
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
十
七
年
で
あ
っ
た
の
で
、
即
春
の
家
主
人

が
当
世
書
生
気
質
に
描
き
出
さ
れ
た
も
の
と
時
代
を
同
じ
く
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
小
説
雁
の
一
篇
は

一
大
学
生
が
薄
暮
不
忍
池
に
浮
ん
で
い
る
雁
に
石
を
投
じ
て
之
を
殺
し
、
夜
に
な
る
の
を
待
ち
池
に
入
っ

て
雁
を
捕
え
て
逃
走
す
る
事
件
と
、
主
人
公
の
親
友
が
学
業
の
卒おえ
る
を
待
た
ず
し
て
独
逸
に
遊
学
す
る
談

話
と
を
以
て
局
を
結
ん
で
い
る
。
今
日
不
忍
池
の
周
囲
は
肩 

摩 

轂 

撃 

け
ん
ま
こ
く
げ
き

の
地
と
な
っ
た
の
で
、
散
歩
の
書

生
が
薄
暮
池
に
睡
る
水
禽
を
盗
み
捕
え
る
こ
と
な
ど
は
殆
ど
事
実
で
な
い
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
然
し
当

時
に
在
っ
て
は
、
不
忍
池
の
根
津
か
ら
本
郷
に
面
す
る
あ
た
り
は
殊
に
さ
び
し
く
、
通
行
の
人
も
途
絶
え

が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
雁
の
叙
景
文
を
摘
録
す
れ
ば
、
「
其
頃
は
根
津
に
通
ず
る
小
溝
か
ら
、
今
三
人
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の
立
つ
て
ゐ
る
汀
ま
で
、
一
面
に
葦
が
茂
つ
て
ゐ
た
。
其
葦
の
枯
葉
が
池
の
中
心
に
向
つ
て
次
第
に
疎
に

な
つ
て
、
只
枯
蓮
の
襤
褸
の
や
う
な
葉
、
海
綿
の
や
う
な
房ばう
が
碁
布
せ
ら
れ
、
葉
や
房
の
茎
は
、
種
々
の

高
さ
に
折
れ
て
、
そ
れ
が
鋭
角
に
聳
え
て
、
景
物
に
荒
涼
な
趣
を
添
へ
て
ゐ
る
。
此
の bitum

e 

色
の
茎

の
間
を
縫
つ
て
、
黒
ず
ん
だ
上
に
鈍
い
反
射
を
見
せ
て
ゐ
る
水
の
面
を
、
十
羽
ば
か
り
の
雁
が
緩
や
か
に

往
来
し
て
ゐ
る
。
中
に
は
停
止
し
て
動
か
ぬ
の
も
あ
る
。
」

　
此
の
景
は
池
之
端
七
軒
町
か
ら
茅
町
に
到
る
あ
た
り
の
汀
か
ら
池
を
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
此

の
景
を
叙
す
る
に
先
だ
っ
て
作
中
の
人
物
が
福
地
桜
痴
の
邸
前
を
過
ぎ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
桜
痴
居

士
の
邸
は
下
谷
茅
町
三
丁
目
十
六
番
地
に
在
っ
た
の
だ
。

　
当
時
居
士
は
東
京
日
日
新
聞
の
紙
上
に
其
の
所
謂
「
吾
曹
」
の
政
論
を
掲
げ
て
一
代
の
指
導
者
た
ら
ん

と
し
た
の
で
あ
る
。
又
狭
斜
の
巷
に
在
っ
て
は
「
池
の
端
の
御
前
」
の
名
を
以
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
居

士
が
茅
町
の
邸
は
其
後
主
人
の
木
挽
町
合
引
橋
に
移
居
し
た
後
ま
で
永
く
其
の
儘
に
残
っ
て
い
た
の
で
、

わ
た
く
し
も
能
く
之
を
見
お
ぼ
え
て
い
る
。
家
は
軽
快
な
る
二
階
づ
く
り
で
其
の
門
墻
も
亦
極
め
て
い
か

め
し
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
目
に
は
富
商
の
隠
宅
か
或
は
旗
亭
か
と
も
思
わ
れ
た
位
で
、
今
日

の
紳
士
が
好
ん
で
築
造
す
る
邸
宅
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
茅
町
の
岸
は
本
郷
向
ヶ
岡
の
丘
阜
を
背
に
し
東
に
面
し
て
不
忍
池
と
上
野
の
全
景
と
を
見
渡
す
勝
概
の
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地
で
あ
る
。
然
し
わ
た
く
し
の
知
人
で
曾
て
こ
の
地
に
卜
居
し
た
者
の
言
う
所
に
よ
れ
ば
、
土
地
陰
湿
に

し
て
夏
は
蚊
多
く
冬
は
湖
上
に
東
北
の
風
を
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
寒
気
甚
し
く
し
て
殆
ど
住
む
に
堪
え

な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
不
忍
池
の
周
囲
は
明
治
十
六
七
年
の
頃
に
埋
立
て
ら
れ
て
競
馬
場
と
な
っ
た
。
一
説
に
明
治
十
八
年
と

も
云
う
。
中
根
淑
の
香
亭
雅
談
を
見
る
に
「
今
歳
ノ
春
都
下
ノ
貴
紳
相
議
シ
テ
湖
ヲ
環
ツ
テ
闘
馬
ノ
場
ヲ

作
ル
。
工
ヲ
発
シ
混
沌
ヲ
鑿
ル
。
而
シ
テ
旧
時
ノ
風
致
全
ク
索ツ
ク
矣
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
雅
談
の
成
っ

た
年
は
其
序
に
よ
っ
て
按
ず
れ
ば
癸
未
暮
春
明
治
十
六
年
で
あ
る
。
ま
た
巻
尾
に
つ
け
ら
れ
た
依
田
学
海

の
跋
を
見
れ
ば
明
治
十
九
年
二
月
と
し
て
あ
る
。

　
香
亭
雅
談
に
は
又
江
戸
時
代
の
文
人
に
し
て
不
忍
池
畔
に
居
を
卜
し
た
も
の
の
名
を
挙
げ
て
下
の
如
く

に
言
っ
て
い
る
。
「
古
ヨ
リ
都
下
ノ
勝
地
ヲ
言
フ
者
必
先
ヅ
指
ヲ
小
西
湖
ニ
屈
ス
ル
ハ
其
山
水
ノ
観
ア
ル

ヲ
以
テ
ナ
リ
。
服
部
南
郭
、
屋
代
輪
池
、
清
水
泊
洦
、
梁
川
星
巌
、
深
川
永
機
等
皆
一
タ
ビ
、
跡
ヲ
湖
上

ニ
寄
ス
。
爾
来
文
人
韻
士
ノ
之
ニ
居
ル
者
鮮
シ
ト
ナ
サ
ズ
。
」

　
服
部
南
郭
の
不
忍
池
畔
に
住
ん
だ
の
は
其
文
集
に
つ
い
て
按
ず
る
に
享
保
初
年
の
頃
で
、
い
く
ば
く
も

な
く
し
て
本
郷
に
移
り
又
芝
に
移
っ
た
。
南
郭
文
集
初
編
巻
の
四
に
即
事
二
首
篠
池
作
な
る
も
の
を
載
せ

て
い
る
。
其
一
に
曰
く
「
一
臥
茅
堂
篠
水
陰
。
長
裾
休
曳
此
蕭
森
。
連
城
抱
璞
多
時
泣
。
通
邑
伝
書
百
歳
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心
。
向
暮
林
烏
無
数
黒
。
歴
年
江
樹
自
然
深
。
人
情
湖
海
空
迢
※
。
客
迹
天
涯
奈
滞
淫
。
」

　
屋
代
輪
池
は
幕
府
の
右
筆
に
し
て
著
名
の
考
証
家
屋
代
大
郎
で
あ
る
。
清
水
泊
洦
は
和
学
者
村
田
春
海

の
門
人
清
水
浜
臣
で
、
此
二
人
は
い
ず
れ
も
大
田
南
畝
と
時
を
同
じ
く
し
た
人
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は

ま
だ
此
二
家
の
不
忍
池
畔
に
い
た
時
の
年
代
を
調
査
す
る
遑
が
な
い
。
俳
諧
師
永
機
の
事
も
亦
寡
識
の
及

ば
ざ
る
所
で
あ
る
。
詩
人
梁
川
星
巌
の
不
忍
池
畔
に
居
っ
た
の
は
天
保
十
年
の
夏
よ
り
冬
に
至
る
間
の
こ

と
で
画
家
酒
巻
立
兆
な
る
も
の
の
家
に
寓
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
是
の
事
は
既
に
拙
著
下
谷
叢
話
の
中
に

記
述
し
て
あ
る
。

　
香
亭
雅
談
に
は
言
わ
れ
て
い
な
い
が
、
服
部
南
郭
の
門
人
宮
瀬
氏
劉
龍
門
と
い
う
も
明
和
安
永
の
頃
不

忍
池
の
ほ
と
り
に
居
を
卜
し
た
。
大
田
南
畝
が
壮
時
劉
龍
門
に
従
っ
て
詩
を
学
ん
だ
こ
と
も
、
既
に
わ
た

く
し
は
葷
斎
漫
筆
な
る
鄙
稿
の
中
に
記
述
し
た
。

　
南
郭
龍
門
の
二
家
は
不
忍
池
の
文
字
の 
雅  
馴 
が
じ
ゅ
ん

な
ら
ざ
る
を
嫌
っ
て
其
作
中
に
は
之
を
篠
池
と
書
し
て

い
る
。
星
巌
及
び
其
社
中
の
詩
人
は
蓮
塘
と
書
し
又
杭
州
の
西
湖
に
擬
し
て
小
西
湖
と
呼
ん
だ
。
星
巌
が

不
忍
池
十
詠
の
中
霽
雪
を
賦
し
て
「
天
公
調
玉
粉
。
装
飾
小
西
湖
。
」
と
言
っ
て
い
る
が
如
き
は
其
一
例

で
あ
る
。
維
新
の
後
星
巌
の
門
人
横
山
湖
山
が
既
に
其
姓
を
小
野
と
改
め
近
江
の
郷
里
よ
り
上
京
し
、
不

忍
池
畔
に
一
楼
を
構
え
て
新
に
詩
社
を
開
い
た
。
是
明
治
五
年
壬
申
の
夏
で
あ
る
。
湖
山
は
維
新
の
際
国
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事
に
奔
走
し
た
功
に
よ
り
権
弁
事
の
職
に
挙
げ
ら
れ
た
が
姑
く
に
し
て
致
仕
し
、
其
師
星
巌
が
風
流
の
跡

を
慕
っ
て
「
蓮
塘
欲
継
梁
翁
集
。
也
是
吾
家
消
暑
湾
。
」
と
言
っ
た
。
然
し
幾
く
も
な
く
し
て
湖
山
は
其

居
を
神
田
五
軒
町
に
移
し
た
。

　
明
治
年
間
池
塘
に
居
を
卜
し
た
名
士
に
し
て
、
わ
た
く
し
の
伝
聞
す
る
所
の
者
を
挙
ぐ
れ
ば
既
に
述
べ

た
福
地
桜
痴
小
野
湖
山
の
他
に
は
篆
刻
家
中
井
敬
所
と
箕
作
秋
坪
と
の
二
人
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
甚
散
漫
な
が
ら
以
上
の
如
く
明
治
年
間
の
上
野
公
園
に
つ
い
て
見
聞
す
る
所
を
述
べ
た
。

明
治
時
代
の
都
人
は
寛
永
寺
の
焼
跡
な
る
上
野
公
園
を
以
て
春
花
秋
月
四
時
の
風
光
を
賞
す
る
勝
地
と
な

し
、
或
時
は
こ
こ
に
外
国
の
貴
賓
を
迎
え
て
之
を
接
待
し
、
又
折
あ
る
毎
に
勧
業
博
覧
会
及
其
他
の
集
会

を
こ
こ
に
開
催
し
た
。
此
の
風
習
は
伝
え
ら
れ
て
昭
和
の
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
公
園
は
之
が
た
め
に
年

と
共
に
俗
了
し
、
今
は
唯
病
樹
の
乱
立
す
る
間
に
朽
廃
し
た
旧
時
の
堂
宇
と
、
取
残
さ
れ
た
博
覧
会
の
建

築
物
と
を
見
る
ば
か
り
と
な
っ
た
。
わ
た
く
し
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、
東
京
市
現
時
の
形
勢
よ
り
考
え

て
、
上
野
の
公
園
地
は
既
に
狭
隘
に
過
ぐ
る
憾
う
ら
みが
あ
る
。
現
時
園
内
に
在
る
建
築
物
は
帝
室
博
物
館
と
動

物
園
と
の
二
所
を
除
い
て
、
其
他
の
も
の
は
諸
学
校
の
校
舎
と
共
に
悉
く
之
を
園
外
の
地
に
移
す
べ
く
、

又
谷
中
一
帯
の
地
を
公
園
に
編
入
し
、
旧
来
の
寺
院
墓
地
は
之
を
存
置
し
、
市
民
の
居
宅
を
取
払
っ
た
な

ら
ば
稍
規
模
の
大
な
る
公
園
と
な
す
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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明
治
三
十
年
頃
ま
で
は
日
暮
里
か
ら
道
灌
山
あ
た
り
の
阻
台
は
公
園
に
あ
ら
ざ
る
も
猶
公
園
に
均
し
き

閑
静
の
地
で
あ
っ
た
。

　
上
野
公
園
地
丘
陵
の
東
麓
に
鉄
道
の
停
車
場
が
設
け
ら
れ
た
の
は
明
治
十
六
年
七
月
で
あ
る
。
停
車
場

及
鉄
道
線
路
の
敷
地
と
な
っ
た
処
に
は
維
新
前
に
は 

下  

寺 

し
た
で
ら

と
呼
ば
れ
た
寛
永
寺
所
属
の
末
院
が
堂
舎
を

連
ね
て
い
た
。
此
処
に
停
車
場
を
建
て
て
汽
車
の
発
着
す
る
処
と
な
し
た
の
は
上
野
公
園
の
風
趣
を
傷
け

る
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
上
野
の
停
車
場
及
倉
庫
の
如
き
は
其
の
創
設
の
当
初
に
於
て
水
利
の
便
あ
る

秋
葉
ヶ
原
の
あ
た
り
を
卜
し
て
経
営
せ
ら
れ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
新
都
百
般
の
経
営
既
に
成
っ
た

後
之
を
非
難
す
る
は
、
病
の
膏
盲
に
入
っ
た
後
治
療
の
法
を
講
ぜ
ん
と
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
東

京
の
都
市
は
王
政
復
古
の
後
早
く
も
六
十
年
の
星
霜
を
閲
し
な
が
ら
、
猶
防
火
衛
生
の
如
き
必
須
の
設
備

す
ら
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
る
。
都
市
の
こ
と
を
言
う
に
臨
ん
で
公
園
の
如
き
閑
地
の
体
裁
に
つ

い
て
多
言
を
費
す
の
は
迂
愚
の
甚
し
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
年
六
月
記
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
日
和
下
駄
　
一
名
　
東
京
散
策
記
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
社

　
　
　1999
（
平
成11

）
年10

月10

日
第1

刷
発
行

　
　
　2006
（
平
成18

）
年1

月5

日
第7

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
荷
風
全
集
　
第
十
三
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1963

（
昭
和38
）
年2
月

　
　
　
「
荷
風
全
集
　
第
十
六
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1964

（
昭
和39

）
年1

月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2010

年1

月18

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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